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はじめに

倉吉市企直脹興部人権政策課では、人権・男女共同参画に

ついてさまざまな取り組みを行っている。倉吉市同事噂賄研

究会での研修会や、鳥取県男女胡司参直碓進事業八の参加の

ほか、平成14年より人権絵本作域委員会を発足させた。毎年

1冊ずつ人権問題をテーマに絵本を作成し、倉吉市内をはじ

めとする保育園キ糊個、小学校、図書脱出祖師してい

る。本報告で比倉吉市人格絵本件戒委員会の発足に至る経

緯や目的、これまでの取り組みヰ梨持め活用状況をまとめる

ことによって、人権問題に関する地域教育について考えてみ

T白、

1 .倉吉市人格絵本作成委員会の発足経緯

人格絵本作誠委員会均鴇足するきっ糾?になったのi主平

成13年11月2目盛種目に起こった劃1)1嬉 軒牛である。そ
の事件とは、倉吉市内の地区公民館の郵便受けに翻l比重が

投函されていたというものである。文書の内容は、その地域

に在佐する被劃咽蒋出身者及明臨まいのある人を名指しで、

差i}'屈を使って語時、中傷し「おまえらがおるから世の中が

普はLる。だまっとけ。」というものであったが、その差出人は

いまだに不明である。

加えて、この差男111全書を小学枝校長が睡蔽したことも問題

となった(平成13年11月，資料1)。投書ま児童が発見して

教頭に届け、教頭はその投書を校長に届けたが、校長はそれ

を県教育委員会などに報告しないまま破棄し、年連宋で自主

退職していたのである。これらの事件のみならず、倉吉市内

の教育現場では、平成11年から14年の4年間で40件余りの

剖璃遡閣制鴇生していたこともあり、m そ噴吉市全体で

大きな問題とされた。当事者やその周辺の人々においては、

「悔しさや不安な気持ちをたくさんの人にわかってもらいた

v~J 、 「自分たちにも何か出来ることはないのだろうか山「小

さいころから同和教育の大切さを知ってもらい、人を犬切に

する心を育みたし ~J &1)といった思いが強まった。話している

うちに、就学前から小学枝低学年の人権についての教材カ叩P

ないということを受けて、それならば自分たちで作りたいと

いうことから、平成 13年に人格絵本作城委員会治宝発足した

発足当初は、件減した絵本は自費でコピーして蔵附するとい

った草の根運醐句なイメ一二私ら始まったという。

人権絵本作減委員会は、最初、倉吉市教育委員会の問看敢

育課が主催しており、のちに倉吉市人権局に引き継がれるこ

ととなった。 1年目の絵本『じぞうぽんのよるに』の4旬見にお

いては倉吉市から、2年目以降の併或においては法務省人権啓

発活動地崩委託事業から資金援助を受けている。

2.作成絵本にこめられた願い

絵本は、ます署員会でテーマを決め、次に子どもたちにわ

かりやすく伝えるにはどういった内容が良いかが櫛枯れて

形になっていく。そして、「あとがき」において絵本では伝え

きれない思いぞ背景などが解説されている。ど¢雌体にも、

子どもたちに人の優しさキ温かさを伝えたいとの思いがある。

これまで、一つの4判=一つの家族のように暮らしてきた被差

矧胤轄の歴史特蹴劃のほか、問看肉策事業、 子どもの人

権、障がい者側問題、国際理係多文仕実際などをテーマ

に絵本を作成している。また、作戒にあたっては、テーマに

関係する方からの聞き取りをもとにしたものや、子どもたち

と一緒に作ったもの、委員会のメンバーが主人公になってい

る作品もある。表1に絵本の配布先を示しているが、平成14

年度『じぞうぽんのよる叫と弔求16年度目対抗らいいな』

比瞬裂さ払 盲学校にも配布されている。以下に、これま

でf特或された絵本¢欄要をまとめる。

・平成 14年度伯本『じぞうl訟，のよるlこ~ (被創出傾向

歴史〕

倉吉市内各地区では毎年8月23日に地蔵盆凶甘つれている。

絵本のテーマとなっている天神野の噸総には悲し叶損 が

ある。天神野台地で行われ却鞠車業は、厳しい自然謝牛と

根強く残る割蒋差別との戦いであった。開拓を支えた水路は

土でできた素掘りの水路であったため、その水路で子どもが

命を落とすことも少なくなかった。その霊を慰めるためにお

地蔵様が肥られるようになったのである。強く優しく生き抜

いてきた人たちの足跡を残しておくとともに、こ¢嶋本には
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人として必要な思いやり、最後までやり過アようとする信念

苦しいことにも立ち向かう姿カ噛カれている。

・平成15年度，紙芝居『さあさあお茶にしましょうか N ポ

テ茶の由来.... J (省担割。部落の文:f~
ボテ茶は様々 な会合の時(/)ft事として伝わったのではな

く、仲間同士がちょっと寄って、仕事や家族のことを語り合

うとき、しりもそこにあった。しかし、今日、ボテ茶を村の

伝瀬ま化として残しているところは才コずかiこなった。紙芝居

の中で鮪トしている中河原二区のボテ茶も「さあさあ ちょ

っと寄っていきならんかえ。」という感じのもので、村の女性

が2~3人寄ればボテ茶をたてたそうたボテ茶を守ってき

た本当の力は「人と人とのつながりあいJ-当時の厳しい生

活キ脅リに負けなし、力時丁刈司土のつながりーだったのでは

ないだろうれこ繍吃居には、被劃帽憾に伝わる心あた

たかい文化をより多くの方に知ってもらいたいという願いが

こめられている。

・平成16年度;絵本陥れたらいい剖佃齢、情G島岡田

この絵本は、人権総本作成委員であった森脇正さんのエピ

ソードをもとに作られている。森脇さんは、就学前まではリ

ヤカーや車精子を使って友達と遊びまわっていたので、歩け

ないという事実に自分で気d 、ていなかった。しかし、d学 1

年生になった頃、担任の先生に何かにつけて r:iE君は歩けな
いんだから」と言わ払森脇さんの立場料輔リなものに変化

していったという。この絵本にtネ 10人いれば10通りの“普

置'があり、一人ひとり違っていることが当たり前であり、

そのことがすばらしいのだと語られている。

・平成17年度;絵本『くわがたとりのひみつの利潤肌、

者U居問題E

“耳が聞こえなしず'とはどんなことなのだろう?それを考

えさせる絵本である。耳が聞こえる人の中には、手話ができ

ないから…と耳の不自由な人に話しかけようとしない人たち

も多し、しかし、手話ができなくても伝える方法はたくさん

あるのである。この絵本には、お互いの気持ちゃ情報を伝え

合うために、工夫することが描カれているとともに、いくつ

かの手掛主イラストでわかりやすく鮒トされている。

・平成18年度;緯本『ハンメと運動創(在住外国人問題と

多文化理開

この絵本は、人権絵本作成委員である朝塗司さんの母と祖

母(ハンメ)のエピソードをもとに作られている。李隆司さ

んの祖母は在日コリアン一世了であるが、彰鮮人差別の中でも

辛さキ普しいといった素振りを少しも見せない強い祖母であ

った。今日、外国にルーツを持つ人、またその人たちと何ら

治的かかわりのある人たちがとても多くなった。その人たち

とどう一緒に暮らしていくのか。日本で暮らす多くの外国人

たちが願っていることは、互いに母国の文化や民族を尊重し

あい、共に笑顔で暮らすことではないだろうヵ、この絵本に

は、多文化共生担金の実現につながる思し油輸カれている。

・平成19年度;韓本『いろんな園の昔話](国際理解、多文

化理帰

今日、国際化は進んでいるが、私たちの気持ちはどうだろ

うヵ、私たち一人ひとりに“心の国境線"があるのではない

れこ¢雌捧は、鳥取県中部抽区に住む外国の方々から、自

分の固に伝わる昔話を聴かせてし、た也、て作成されたもので

ある。間部こは、その国の地域の人々の暮らし・歴史・文化

が隠れている。それを理解することで、 "JL'の国境瀧"をなく

すことが蛾持されている。

・平成却年度;絵本『ねえねえきいてよ~ (子どもの人掛

子どもたちは、いつも何か大発見をし、そのたびに「ねえ

ねえ きいてよ!Jと、大好きな人たちに伝えようとする。

しかし、大人はしνコも忙しく、時間に追われている。子ども

と向かし合い、話を聞くことは大切だとわかっているが、「忙

しい」とやり過ごしたり、喰吋;l.Jと待たせたまま却もてし

まったりすることも珍しくなし、子どもたちは、大人の忙し

さに付き合わされているうちに、やがて心を閉ざし、気づい

た時には何も言わなくなってしまうかもしなし%そうなると、

大人は子どもたちの心の中がわからなくなってしまう。この

絵本は、「今、思い切って、少しだけ時間の祈酌問主らって、

ゆとりを作ってみません7P'o 何もかも一人で背負いこまない

で、 Iねえねえきいてよ…」と、成L糾こなげかけてみません

泊、Iと大人を対象として作られたものである。話をすること

で、心を重くしているものを、少しでも軽くできるかもしれ

な凡心カ曜くなれば、子どもたちと向州、合うゆとりが生

まオ1へやさしい言葉が戻ってくるだろう。誰かに話を聞いて

ほしい、気持ちを共有してほしいと思っているのは、子ども

たちだけでなく大人も同じなのだということを伝えtcl!島本で

ある。

・平成 21 年度;絵本『ほんとl封2…~ c被差別音隣の人々の
乞苦と生き方〉

暮らしの中にあるさまざまな苦労キ怪灘、差別がある中を、

被差岩崎憾の人たち比一つにまとまり、知恵と勇気を出し

合いながら乗り越えてきた。皆でいたわり合い、助け合う精

神が今も生きている。この絵本の中では、家族の新たな命の

誕生を通し、苦しくても悲しくても、必ず支えてくれる人や

担会があること治噛村もている。

・平成盟年度;絵本胞のt腕つ』但勧fいをもっ子どもと

帯

この絵本は、アスペルガー症候群白)をテーマにしたもので、

倉吉市内の小学生山根里緒さんの経験と文案をもとに僧或さ

れた。絵本の文字も里緒さんのものである。アス拘レガー症

候群は、人の気持ちを理解するのが苦手だったり、自分の気

持ちがうまくコントローノレできなかったりするため、祖創生

面で問題をカ効冶えることが多u、一方、自分が興味を持つこ

とに聞しては非常に強b嘆中カを持ち、周囲が驚くほどの優

れた才能を発揮することも知られている。発達障がいとして

広く知られるようになり、医療・教育・樹止などの各分野で

の支援体制も少しずそ潜ってはしもが、充分とはいえない白

日常生活に支障がないように見えるため、周りから「あの子

は変わっている」とか R親がちゃんとしつけしないからだ」

といった間違った見方をされてしまうこともある。この絵本

は、アスペルガー症候群をはじめとする発達障がいの子ども
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たちが、その子自身の個性を認められ、可飽性を苑揮できる

祖会の実現を願って作滅されたものである。

・平成お年度;館本『あの自の手創鑑別艦・・件)

人格除本格醜委員会カ鴇足したきつ制すとなった差B蝦書

事件について、改めて振り返り、風化させないことを目的と

して、事件について才功、りやすく描方寸此絵本である。

3.総本の活用状況[アンケート調査]

(1)調査目的

これまで作成された絵柄立、国脅館、保育園・説稚園・子

ども圃・小学校・中学校・高校・糊1民揖学校・公民館・人

権文化センター・人権情鞭センター・児童センター・教育委

員会などに画師されている俵1)白ここでは田布施設等で

の絵本の活用状況と差砂崩担跨呼抑留知状況について明らか

にする.

ω踊壷方法
⑩瞳潮時平成24年11月1日......11月2日

側苗涜醤診倉官市企置眼興部人権局人権政策課より絵本の

置糊鑓断書関し、F瓜また陥縦Eで慣隈へ返送していただい

た.

側盟内容》調査内容については、図書蜘こ関して出D醤捌
投書事件に闘する認知、信演出冊数、@精用方紘図書協~

外の保育園・綬稚園・学校など似下、保育園等とする)に

関しては:任湖特糊こ関する認知、錦痛の認知、錨県

場所、包精用方法、⑤『あの日の手側の感額欄の活用を問

うた.匪幡芳出2入選択肢にOをつけてもらうものと、自由

に記述してもらうもの方桶或した.

(3)結果取締寝

1)益活咽密書事件の健掴扶混(園.醤および保育所鞠

人権総本件戒のきっかけにもなった差制実害新牛¢栂匁吠

況を園1に示れ「知っているJ}::の巨階は半数ぞあったが、

「ある程度知っている』人を針フせると8割の人絹翻l服書

事件について知ってい丸一方で、 1割の人が『知らな川現

実も明らカ唱となった。

a保育園・綬離掴・4崎町栂，における人緬館本抑留釘献調
絵本湘られている保育園等での僧お陰本の認知慨を図

2に示す。絵本は広く浸透しており、最新の本である『あの

日の手側¢噂蜘が勘、ことがわかる.一方、『いろいろな国

の普請』についての認知吠泊ま5割を下回っている.その理

由としては、単なる普話として、あるい閥璽際組会理解の絵

本として捉えら払人樹部置を扱う絵本として意識されにく

いと考えられる。

劫信本ぬ活用状況

保育園毒事における人福陰本の活用状況を図3、図41こ示す.

絵本の庫県横邦弘『図書室lという巨障害治鳴も多く、次にI職

員室lにf劃れている。活用方法として広 1貸出」鴫み聞

カ吐:J~人権学習の動材』として活用されており、子どもたち

には自由に読める本として提供され、同時に人権較育の教材

として職員の斯丘に置カ寸民有効に活用されていることがわ

かる。最も多治、った嘱み聞カ吐』は、百耐されたすべての

保育園切刊オLていた.

医商館における活用状況を図5に示す。図書町でI~r貸出J

I閲覧lとして活用しているという匡降が多治、った。園6瓜

図書蛸で¢漏坤ゅ平均貸仕撒?である'''11'くわがたとりのひみつ

の柑と rl憎吠らいい叫の貸仕撤が多川この2冊怯
陣治~唱情題を取り上げた内容であるとともに、絵柄も子ど

もを主人創こしたそわらかく可愛らしb嚇席であるロ人権絵

本を借りる人肱陶~噌惜蹄こ臨むがあるi翻ミりでなく、

絵柄からこれら¢嶋本を手に取ることも多いのではないだろ

うれ『あの日の手側¢噴出掛ゆないの比謝7されてま
だ1年が経過していないことがあげられよう.

.1 鯨 Sはぴアンウ』岡田布施齢
E布先 ア配ン布ケ教ート ア回ン答ケ数ート

保育園 55 37 

幼韓国 e 2 

小学技 30 18 

中学校 12 3 

高等学校 7 1 

特別支援学校 10 7 

児童センター，児童館 7 4 
人権文化センターなど 11 e 
図書館 9 8 

公民館 13 7 

教育霊員会など e 3 

領官τい晶 Sl，S 

あるu錯。τいる

...9知らない
量自らない

。 10 20 ~O 相関 " '‘ 
園1 釜濁換..  件の健知伏混

あの日の手紙

ほんとはね

払のひみつ

ねえねえきいてよ 2 

いろいろな国の昔話 48.9 

ハンメと還動会 ii.i 

くわがたとりのひみつのホ 77.7 

はれたらいいな 6&.1 

さあさあお1下旬こしましょー 6710 

じぞうぽんのよるに í~ . 3 
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園2 翁本の橿鎚献況〈保育IR)
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4) rあの日の手術日の感想欄の活用について
絵本『あの日の手紙』に付絵本の感想欄が設けられている。

その活用制兄を図7に示した。これより、半動Eくが活用し
ていることがわかる。具体的に民学習ヰ脅跡聞かせの後に

コピーしたものを用意して書かせたり、みんなで話し合った

りしているとしづ回答が多かった。一方、「活用していなしリ

四階したものの半数以上カ王保育園であった。理由としては、

子ども達にとって内容治灘しいという回答が多くみられた。

その他

職員室 25.5 

教室

図書室 70 

。 20 40 

(%) 
60 80 

園3 絵本の置き場者(保育園鞍

その他1回ー lU
職員の研修田園圃圃 111.9
門 A活動圃圃 9.6

平和学習の教材園 4.3
人縫学習の教材
読み聞かぜ h

貸出J τzロ4空 哩雪。 20 40 

(%) 

60 80 

園4 絵本の活用方法(保育園鞍

その他国・-・E・-・ 37.5

人徳学背・研修会 _12.o

続み聞かせ圃・・ 12.6
イ

閲覧

貸出

i:S 

8i.3 

o 20 40 60 80 1∞ 
(%) 

園5 絵本の活用方法置槽魁)
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図7 絵本 『あの自の手創口折り込まれた盛想柵の活用状況

4.人権絵本作成委員の活動意識

(1)調査目的

人権絵本作成委員メンバーへのインタピューを通して、人

権問題への恩U時委員会に入ったことでの学びキ密化につい

て明らカヰこする。

ω調査方法
@眠樹齢倉吉市人権能本作城委員会メンバーのうち8人

( r当事者・障がし情:J3人、「較育・保育関係者J2人、 「行
政関係者J3人〉を対象として行った。

倒陸時暢倉吉市人描陰本件繍委員会の平成24年10月~

11月の活動時」

〈インタピュー内容内容は、①倉吉市人権総本作成委員会

に入った理由、②倉吉市人格絵本作成委員会に入札自分の

気持ちキ生活に変化はあったか、③やりがいを感じることは

何か、④今後の目標・課題の4項目である。

。)結果およt鱒察
表2は、インタビュー内容を、当事者・障がし晴、教育・

保育関係者、行政関係者ごとにまとめたものである。

1) r委員会に入った理由」では、当事者・障がし噌は人権へ
の意識を多くの人に高めてもらいたいとb、つ丸思いから、教

育・保育関係者はもともと絵本に興味があり、人権問題へ関

心を持っていたことがわかる。行政関係岩は、倉吉市人権局

人権政策課や人権文イ廿センターという仕事として関与し何か

したいという理由からであった。 3者とも、それぞれに活動

に参加した目的が異なっていることがわかる。

2) r委員会に入ったことでの気持ち・生活の変化Iでは、当
事者・障がい者は、委員会で活動することによって今までの

自分の枇界が広がったと感じている。それに対し、教育・保

育関備、行政関係若は、月に1回、当事者々格闘Sv噌と会

って話をすることで、他者〈の理解を深め、人権問題をより

身近なものとして意識するようになっていることがわかる。

3) rやりがいを感じる劃では、当事者・障がし晴、較育・
保育関係者、行政関係者に共通して、絵本を活用してもらえ

ていることがあげられる。違いとしては、当事者・障がい者

は、意哉言葉、態度など形がないものを絵本を通して表現

するといった、今まで見えなかったものが見えるようになる

ことの大切さキ形として伝えることの重要性を実感されてい

る。また、絵本f怜お画室でさまざまな発見があり、自分の考
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表2 倉吉市入纏輪本作成委員メンル-o人緯問題，、の思いや委員樹二入ったことでd津ぴ

インタピュー肉暮 当事者・陣がい者
-投書事件がきっかけ
-夫人はなかなか震えられないので、子どものう
ちから意憾できるように子ども向けの絵本を作ろ

①要員会に入った理由 うk思った
-子どものことを通じると、おじいさんおばあさんも

聞・5島い員て会〈れのる人のにで勧はめなられいかたから

-視野が広がった
.~員会について話す開演会など、出かける栂
会が増えた

②気持ち・生活の変化 .~員会に入ることで、いろんな人に出会え、知
り合いが岨えた
-耳が不自由で情報が入りに〈いが、筆蹟など工
夫すればなんとかなると思えるようになった

-漢然とレたものが形になること
-絵本を作る過程で様々 な鎗見があり、今までの

③やりがいを感じること 自分の考えが変わるニと-読み聞かせなどで使ってもらえているζと

-投書事件を風化させず、人権問題をより身近な
問題として考えられるようにする
-毎年一冊lまっくりたい

④今後の目標・課題 -インターネットを活用し、より多〈の人に知っても
らいたい
-多くの人に絵本を見てもらい、障害など関係なく
互と櫨いしにい支えあいながら生きていける社会になる

えが変わることもあげられている。行政関係者においては立

場上、絵本を送ったところからの感想キ不IJ用数など、絵本の

評価を意識されていることがわかる。

4) r今後の目標・課題Iにおいて共通してあげられることは、
総本をより活用して啓発していきたいとし、うことであった。

そして、行政関係者においては、委員会にさまざまな佃描親

をもった人が増えることを期待しており、より多くの人たち

縄揮し合い、意調出共有されることを願っている。

以kから、当事者・障がい者については、差別のない人権

意識を願う安備ちと、多くの人と関わることで自分の意識が

変わり、自分の生活する世界が広がっていること、教育・保

育関係者については、絵本を通して人権に関する啓発を願っ

ていること、行政関係者については、より広い視点、から、多

くの人々の人権意識の高まりと啓発活動への参加を望んでい

ることがわかる。

5.まとめ

倉吉市人格護持作繍委員会は、発足のきっかけとなった差

別投書事件の当事者、障がし晴、教育関係者、行政関係者の

3つの立場の人から構成されている。本調査を通して、当事

者.~軒丸暗が関わっていることで、絵本の内容がより現実

的で深いものになり、当事者自身のかかえている思いキ覗実

の陪陸部語られることで、多くの人々がそれを具備均に理解

することができると感じた。そして、教育関係渚が関わるこ

とで、作戒された絵本を教育現場で活用でき、子どもたちに

人権の大切さを伝えることができる。視点、を変えると、子ど

もの実態を知っているからこそ、子どもの発達段階に応じた

絵本を作殺することができる。そして、美術科の先生利撒

参加されていることで、プロの樹育によって委員メンバーの

教育・保育関係者 行政関係者
-投書事件の当事者の人と知り合い -仕事上の都合で入った
1さつたため -投書事件のとき敏育曇員会で人権担当を
-学校に絵本が届いて、興味をもったこ レており、なにかをしたいと思って鎗本作り
とがきっかけ につながった
-もともと絵本が好きだった

-問題意識を常l二持つようになった -友達を情らし〈思うようになった
-以前から人権のことに関わっていた -相手の立場を考えるようになった
ので特に夜化はない -初めてζういう絵本があると知弘子どもた

ちにも分かりゃすく、夫人も織しめる絵本を
作りたいと思うようになった
-普段の生活でl志気付かないようなことに

目・人を4向けるようになっ・芝た‘ 
31こなった

-誌み聞かせなどで使ってもらえている -県外の人から慮想の手紙が眉いたとき
ことが婚しい -配布先のアンケートで、良かったところ、患
-実厳に霞んでもらえているニとが次も かったところを知ってこれからもがんばろう
また作ろうという励みになる と思う

|送附っゆてほらし蹟いみと頼聞かまれせたでと使きうために絵本を

-絵本作りを続けていく -色々 な立場、考えをもった人が曇員会に
-子どもから太人まで臨んでもらうよう 入ってほしい、その人の思いなどを共有して
にするごと いきたい

-もっと多くの人に配仏謹んでもらいたい
-絵本作りを続けてい〈
-インターネットでも見られるようにする

願いが子どもたちに受け入れやれ憾になって描渇れる。さ

らに、行政関係渚が関わることで、総本作成にかかる費用の

捻出キ活動の轡刊2スム}ズになされるばかりでなく、活動

の広報や成果としての総本を用いて、一殻の人々にも広く人

権問題について考える機会を提併することができる。このよ

うな多様な人々の関わりの中から生み出される絵本は、客観

的な視点から、偏りのないバランスのとれたものに仕二上がっ

ている。

平成24年度の絵本件戒に、私たち大学生の参加を快く受け

入れてくださったのは、大学生特拷の人権に対する思いや

今までにない葱鮮な意見を邦情したからだと思才オもる。絵本

作りlこ搬フる中で、私たちは人権について学んだだけではな

1，.¥私たちの意見にも他の委員の方と同じように耳を傾けて

くださったことで、気兼ねなく話せる空聞がつくら才1へその

交流の中で人の優しきゃぬくもりを感じた。学校で先生に勉

強などを粉コるのとは遣い、蝿蛾での活動に参力けることで

無意識のうちに様々な年代の人との付き合い方や、人の1且か

さやつながり、支えられていることの亘氏自分でも何かで

きるような高場を感じたことも大きな学ぴであった。

最後に、本調査rゆ協力と、私たちを参加させてくださっ

た倉吉市人権絵本作成委員会の方々及びアンケート調査にご

協力くださいました倉吉市町幼梢覇・保育園例・小学校・

中学校・高等学校・公共図書鵡等の職員の方々に深く感謝申

し上げます。

注

1)当事者等への聞き取り調査による。

2)アスペルガー雌鮮民自闘主のJ コで10ト 2∞人に1人

ぐらいいるとされる発遭嘩がいである。
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